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                            ｝＊＊で目的とする場所（き裂先端部）を、通常のジェット研摩法  によって、
片側から180μ程度研摩する〔図2．2（b）参照〕。この時、仕」二げ研摩によっ
てあげられる小孔がうまくき裂近傍にくるように注意しなければならない。
                             ＊｝｝“このようにして予備研摩された試料を通常のカ法で仕上げ研摩．リーする。研




＊   電解研摩液は通常のリン酸系のものである。研摩条件など詳細については、3．3節
   参照。
榊   ここでは、メッキの容易さから、メッキを施ナ前に表面を数μ電解研摩している。
＊舳   3．4節参照
        ○舳榊  3・4節参既
榊｝榊初期き裂はこの程度の仕上げ研摩を行庄ってもそれほど侵され漬かった。





         表2，1 メッキ液拾よびメッキ条件
成  分 分量 電圧 電流 液温 時間
硫酸銅 2509
硫  酸 509














 観察は、応力振幅σ＝11Kg乃嘉（寿          メ順．ト
         6命Nア；1．03X1Oサイクル）のもと
で寿命の約78砺（N三8×105サイク
ル）の段階まで疲れ試験を施した試験片
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ペラつイソ 試料  刈しコート
（a）鉄の場合       （b）ステ1／レス鋼の場合
    図2．9 薄膜試料の切り出し法
その後、70oσ前後のリグロイン中でパラフィンを完全に溶去し、さらにエ
チルアルコールで充分洗浄した後、これを薄膜試料とした。ステイ1／ス鋼の
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   図2，11












































































     ㈲ よく発達したセル組織
図2．14 鉄の疲れき裂側面に形成された転位組織
一30一一
ム           （C） よく発達したセル組織










‡ 一種の干渉縞であり、厚さの変化による七h i Oknθ8S C OntOurとひずみ（曲げ）















































         （旬
セル組織を分割し在がら進展している疲れき裂（鉄）
箏37一
山、手映  l l1
醐証
混証





























































        佗）
ステンレス鋼の疲れき裂先端部に形成された転位組織
一43一
 2．3．4 考   察
 疲れき裂がすべり面に沿ったせん断型の進展段階（第1段階）を過ぎると、
いわゆる第2段階に入る。この段階てば、き裂は引張力向に垂直に進展し、
                                    ＊通常、破面には応力サイクルに対応したストライエーション（StriatiOn）
が形成される。との段階のき裂進展過程は、従来、結晶学的影響をほとんど









                              “拾よび圧縮過程に拾ける再鋭化によるき裂進展模型、いわゆる pユastic
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      見た平滑材の耐久限度（銅）


























































            π瓦Ko     σ工nax ＝                           （2 ． 1）             z
で与えられ、その値は試験片直径には依存しない。，
ここ脈＝、 σ工naX
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成 分 体積比 電圧 電流 液温
正リン酸 4
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成   分 体積比試料陰極間距離 電 圧
過 塩素酸  1
エチルアルコール  4 5～1O棚











成 分 体積比 電圧 電流 液温
正リン酸 4
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                ‡“1段階のき裂であろうと思われ走。
 このよう左微視的き裂の中には、FOrrθSt44〕の言うように粒界で進行
籔
 ． ■  ｝’ ■








     1O1oサイクル後         電解研摩後
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（c） さらに3．2×I09サイクル後 （a〕熱処理後さらに1．6×1∩9回の















































  （b1電解研摩後    （a）熱処理後さらに3．2×1Oo回の繰返し後
図3，15 粒界で発生し、一端が粒内で停留する微視的き裂の挙動
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わち図3．19に示しているように、（刈鋭  歪





                             機運し叙
 （A）に属する代表的在ものは鉄鋼材で、































































































（a）試験後     （b）電解研摩後
 図3．20 超音波疲れをうけた試料の表面損傷
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（a） 15％加工材    （b） 1O％加工材   （c〕焼な重し材






































（ai N二3．3×1Og～9×1Og  （b〕N＝9×1Og～1．2×1O1。
 サイクルの間に発生した     サイクルの間に発生した
 微小き裂          微小き裂
   図3．24 高繰返し数領域で発生した微小き裂
       （15％加工材、σ＝7．7K必完）
       官期                  替．           ・4．傘∵繋傘、 ．…・倣 書                     窃．        ・ 、  ・二∴．∵
        ■■ ． 凸．（a〕 8．7× 1 O g                                        、
          “                         。■   ｝ サイクル後   ：一            、 。。
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       （b〕明瞭た副結晶粒
7．7K必肩の応力争1010回繰返した後の内部組織（15％加工材）
一92一
            （C）明瞭在副結晶粒
図3，277．7K栃湯の応力を1O1o回繰返した後の内部組織（・15％加工材）
































   ＊移行し、 そのために、高繰返し数領域でも新たな微小き裂が発生したり、
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O    Si
試料の化学成分（％）
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成 分 体積比 電圧 電流 液温
正リシ酸 65
エチルアルコール 35 O．7V O．15～O．2A20oO
蒸留水 35 試料陰極間距離2．5㎝
表4．3 試料の機械的性質
上降伏点 下降伏点 引張強さ 伸 び 絞 り ピッカーヌ硬さ
 K栃嘉       K必読      K必完       ％       ％         （ 25 9）
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（a〕切欠き底の   （b、（a〕を軽く電解  （C〕（blの上方部にむける


















































































ユ05   ユ06 ユ07   ユ08
級亘し数
図4．7 熱処理後の繰返し応力によるき裂の進展

















































































































（a、鈍い切欠き         （b〕鋭い切欠き一













           R  2σnOtch rOot＝σo（     ）





















        αn－1   αい1＋ 2           （4）
今の場合、αnは1に対してか在り大きいから、ごの式ば近似的に






   α・・二士・早      （・）
のように在る。いま、tn／ρ、》1、（R－tn）／ρe》1と仮定すれば、上
の諸式より、
   。＿αn～ t－n（卜t工）   αn一一＝                 （7）      2    ρe（R＋3tn）
が得られる。従って、切欠き底に歩ける応力は次のように表わされる。
   σ、。、、。、。。、。1。（R）・t（卜t・）  （・／
             卜tn ρ。（R＋3tn）
この切欠き底に微小き裂が形成されたとすれば、その先端の応力は（8〕式と同
様に、
   σ・・・・・…三σ・（、、肯．、、）2ρll、島（）焦、千）（・）
一11ト ・
と在る。従って・σcracktipとσnotchrootの比ば次式のようになる。




   σ・・…t・・二1．11         （11）
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S i Mn N i C r
O，06   0，66   1，52   0，03   0．n2   8．89   18．5
表5．2 試料の機械的性質
降伏点（O．2砺） 引張強さ 伸  び 絞  り 硬  さ
  Kg／脇      Kgノπ毒    ％     ％     V h n
26．7 66，1 62．9 74．0 165
＊前述のように、通常の鉄鋼材では、ρnくO．5πmの切欠き試験片で停留き裂の発生が認’
 められている （い
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  （σ ＝13．O K心霊）
（b）ステンレス鋼
  （ρn：O．1ππ）
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ス リ ッ ト 50μφ×67π〃
図5．9 切欠き底に拾ける
    X線回折写真
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